
平成２０年度三重県スポーツ少年団リーダー会第１回研修会議事録 
日時：平成２０年４月２０日(日) １３：００～１７：００ 

場所：鈴鹿青少年センター 文化室 
参加者：杉本、佐藤、宮本、辻本、石倉、伊藤、西村、内田愛、内田理、北崎、中森 
   リーダー計１１名  森下先生、西川さん(体協) 
見学者：嶋出浩美さん、 
※ 県リーダー会活動に興味があるということで見学にみえました。（佐藤さん友人） 
 

１，理事会の報告 
①東海リー研に参加した感想と意見（理事会で出たことを報告するとともに、午後か

ら研修会参加者からも話を聞く 
→（まとめ）新人リーダーにも参加しやすい設定でよかったし、様々なところで工夫

がされていり、時間的にも余裕のある大会であったが、主催県リーダーが大会内容を

熟知していなかったり、安全面での配慮等々課題を多くもらった大会であった。 
②事業報告・事業計画（案）について 
③決算報告・予算（案）について 
④２０年度の役員体制について 
 

２，東海スポーツ少年大会について 
①概要と施設 
※要綱（案）等資料をもとに、会長より説明 

・参加予定人数：２００名 
・ キャンプファイヤーは１日目 
※大会の盛り上げをどの時点でどういった形で持って行くか！！ 

・リーダーの担当する行事はキャンプファイヤー、活動Ⅰ、活動Ⅱ、交流会、野外炊飯 
・２２日～２４日の間全日程で押さえてある場所は第１～第４研修室、第７研修室、総研、

文化室 
・青少年の森公園第１、第２炊飯場 
→２２日１５：３０～２１：００ 
 ２３日９：００～１５：３０ 
 ２４日９：００～１５：３０ 
・青少年の森公園多目的広場 
→２２日１５：３０～２１：００ 
 ２３日９：００～１５：３０ 
２４日終日 

 



②全体的な流れをどうするのか？ 
・キャンプファイヤーが１日目にあるので、オリエンテーションやご飯の時間にどれだけ

仲良くなれるかで盛り上がるかどうかが変わる 
・キャンプファイヤーを仲良くさせる目的で行って、その後の活動に繋げていく 
・何かひとつすぐに団員をまとめることが出来ることが必要 
・キャンプファイヤーの時にオリンピックの聖火ランナーみたいな感じでつける 
・テーマ→見たい聞きたい歌いたいみたいなテンポが良くてわかりやすいもの 
・サブテーマ「？？？」に「MIKKAMO」をいれたい 
・プログラムごとに担当者を決めて、話をするときなどはその担当者を中心にして話し合

ったり決めたりする 
・アシストリーダーの責任者も決める 
 
③係（○印は責任者） 
・ 開会式、オリエンテーション、朝のつどい →○矢野、杉本 
※開会式については実行委員会で設定（リーダーは司会） 

・ キャンプファイヤー →○西村、石倉、伊藤 
・ 活動Ⅰ、活動Ⅱ、交流会 →○宮本、北崎、伊藤、増田 
・ 野外炊飯 →○内田理、嶋出 
・ 生活面 →○平子雄、内田愛 
※生活面については実行委員会と内容や役割を調整 

・アシスタントリーダーのサポート →中森、佐藤 
 
次の研修会までに大まかな内容とテーマをチームと各自で考え、資料を作ってくる 
☆ 次回研修会：５月１１日（日）鈴鹿青少年研修センター（第７研修室）９時～ 


